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（離杢蕎，8第鵜、離謂／

人 口 動 態 と 季 節

とくに死亡の委節変動とその今昔について
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         序  言

 気候要素の入体への影響は，古典衛生学の時代

より今日にいたるまで，つねに重要で基本的な問、

題の一つとされている．この問題解明の一方法と

して，衛生統計の：方面では，国家統計上にあらわ

れる各種人口動態とくに出生，死亡等の地域的差

異や季節変化を分析する．しかしこれらにあらね

れる季節的変化は気候そのものによる生体側や病

原体側の変化によるだけではなく，その土地固有

の気候の変動に伴って生ずる風俗習慣や宗教的儀

礼，食物，住居等の生活様式等多くの自然と文化

に影響されるものである1）ことは当然のことであ

る． したがって人口動態の季節変動は地域によ

りあるいは国により異なると同時に，時代の推

移，膨化の発達により変遷を示すことも当然考え

られることである．わが国は気候からいって温帯

ではあるが，南北に長く，四季の変化に富み，所

により夏はかなりの高温高湿を，冬はまたきびし

い冷湿ないしは低温低湿を経験する．また文化の

面では明治以来短期間の間に，西洋文明のあらゆ

る面をとりいれ，工業化，都市化も急速におこな

われ，医学，公衆衛生の発展も他国の追随．をゆる

さぬほどいちじるしいものがある．このはげしい

時代的変遽の間に各種人口動態もたえず一定の季

：節変動をもちながら今日にいたったわけである

が，その時代時代における精密な研究がr．とくに

死亡，乳児死亡，出生，死産等につき数多2）～15）

くおこなわれている．著者はこれらの文献を参老

として，人口動態全般にわたり季節野選の今昔を

みたいとおもう，ただし婚姻，離婚，出生，死産

については簡単にその概要を述べ，死亡について

やや詳細・論詰死因別に季節騨の1寺代的推移

をたどってみることとする．

 資料は動態統計および死因統計にとり，最近のものを

昭和30～34年の間に，さらに約30年ずつさかのぼって，

大正14～昭和4年と明治33～37年の各5年間ずつのも

のをとり，5隔年平均の月別比例（1年1日平均100に

つき各月1日平均の発生数）を算出して用いる．

 季節変動の研究方法としては趨勢変化の影響を除く

Persons， W．M．の連鎖比較法工6）等によるのが最良であ

るが，今回は，かなり安定した5年間ずつの期間をと

り，単に月別比例により月の大小のみを補正した・

 なお著者は，過去においては，地域的差異の分析を

主としてきたので，本綜説は現在行なっている季節変

動の研究のため集めた資料と文献によるもので，詳細

な数字，その他は追って原論文において発表する予定

である．

      1 結婚，離婚と季節

 婚姻の季節変動はその国の気候風土のほか宗教

的儀禮や習慣，．農業上の繁閑等の影響によりいず

れの国でも一定の季節集積性をもつものであるボ
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婚姻率の高低は景気の変動，戦争等の社会経済的

の影響により動揺するが，過去および最近の婚姻

の季節変動を比べた結果は明治以来あまり変遷を

示していない（届出月による婚姻，離婚の図略）．

ただ婚姻屈，離婚屈には届出期間に一定の制限が

ないため，その月は人口動態統計によればわずか

17％前後，3ヵ月以内で約5D％，1年以内で80％

前後となっており，届出の月によるこれらの季節

変動は実際より季節集積性は小さくあらわれ，ま

た幾分ずれを示すわけである．図1は，近年のみ

得られる資料で昭和28～32年5力年平均の，挙式

の月による婚姻数と，同居をやめた月による離婚

数の月別比例によるもので，ほぼ実際の季節変動

といえる．これによると，わが国では神無月とい

われる10月から翌年の5月までの秋から春にかけ

て婚姻が集積しておこなわれ，6月より9月にか

けてはいちじるしく少ないことが分る，高温高湿

のわが国では，この季節は生物学的にも性的活動

は鈍り，生殖力の低下する時期と一致する11）．こ

れとは逆に，4月，5月頃は気温の上昇と共に性

的変動はさかんになり後述する身受胎毒の季節と

も一致し，結婚に最適とVえる．10月工1月頃は気

候も快適であるほか，慣習的儀禮により，また1
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  図1 婚姻，離婚の季節変化
昭和28～32年5ヵ年平均（挙式月別婚姻，

同居をやめた月別離婚による）

～2月にかけての：農閑期でもあることから，この

季節の婚姻が高いのであろう．

 同じく図1により離婚数の季節変動をみると，，

さほどいちじるしい季節変動はないが，2～4月

のゆるい春の山と8月中夏の山を形成し，1月，

6月，11，12月に低い双峰型をなす．性的活動期

ともいえる春に婚姻の山がみられることは，表面

上の離婚の原因には現われないとしても17），その

成立につき何らかの暗示を与えるのではないか．

離婚の季節変動も，届出月によるのでについては

やSずれを示しているが，これによると時代的変

遽はみられず，大体上述のものと同一の型を示し

ている（図略）．

      H 出生，受胎と季節

 わが国の出生率は近年の人口政策により，未増

有の低率を示しているが，年Uの季節変動は戦後

の復昌等による一時的現象をのぞいては，昔から

さほど変らないといえる（図2）．ただ季節変動

の振幅が小さく鷹っているのが近年の特徴といえ

る．Reed18）は40年前，ボストン，ロンドン等に

おける同様の傾向を指摘し産児制限，栄養その他

環境的因子の影響を考慮にいれる要ありと述べて
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      図2 出生の季節変化

    一移動平均によるもの＊
      実数によるもの
＊2，5，11月は5ヵ月平均，他は3ヵ月平均による
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いる．その他，昔からわが国では慣習的に12月の

出生をユ月に届出ることや，学三期を早くする

ため4月の出生を3月として届けるという虚偽19）

が行なわれるのが，他国にあまりみられぬ特徴で

ある．大正14～昭和4年にとくにその傾向が強く

みられ，明治におけるよりいちじるしい．最近で

は12月とG月に幾分その傾向があるようである

が，全般に虚偽の届出が減少しているようにみえ

る．しかし季節変動のより正しい姿をみるため3

カ月移動平均によるものを図示した．図によると，

出生の季節変動は昔から，1～3月をピークと

する冬の山と6月を底とする谷を形成する．この

出生の月別曲線から受胎の季節変動を推定するた

めに妊娠期間を9カ月とみなして出生を過去にず

らしてみると，受胎数の季節変動は4月，5月を

中心とする春の山と9月の谷をなすことがわかる

（図3）．高橋14）は気温17℃位で，季節的上昇期が，

最も好適な受胎の時期であるとし，さらに世界各

国の受胎率の季節変動をみて，北米合衆国が夏に

出生が多く受胎率が春よりむしろ秋から冬にかけ

て高くなる傾向について，人工気候調整が生む今

後の受胎率の季節変動の方向を暗示しているとい

っている．

 「婚姻は出産を規定するが，その仕方は時代によ
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り異なり，出産の開始と婚姻との分離が近代文明

の特徴の一つである」と舘20）も述べているよう

に，1950年以後，婚姻と出生数との増減が伴わな

いが21），両者の季節変化も図のように必ずしも関

蓮はなく，生理的に好適な気候条件とこれに伴う

生物学的な個体側の条件のみが主として受胎の多

少を支配し，季節変動を定型化したものにしてい

る．このことは多くの学者もみとめている2）13）14）．

       III 死産と季節

 法的には死産として4ヵ月以上のものが届出ら

れることになっている．古い資料による二つの調

査年度のものは，ほとんど自然死産とみなされる

ので，これらと最：近の自然および人工死産をSif i？

に図4に示す．古い時代の死産の季節変動は，届

出の虚偽を補正した出生のそれとほぼ同じ12）型

で，当時の死産の1／2が9カ月以上のものである

ことから考えても当然である．最近の自然死産は

それにやや近いが1月が低く，この点から自然死

産と届けられた中にも多くの人工死産が含まれて

いることが推定される．人工死産は4カ月以上の
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人工妊娠中絶が大部分であるが，その季節変動は

2，3月の早春の山と，8，9月が高い点，やや

ずれがあるが離婚の季節変動と似たカーブが注目

される．離婚も出産の高目への脱出であり生物学

的な結びつきをネガティーフな方向に転じた離婚

と入工死産の季節変化がほS“一致することは，偶

然の結果とは考えられない．

       IV 死亡と季節

 わが国の死亡率は医学および公衆衛生学の進歩

によって戦後ますます急速な改善がみられ，昭和

34年人口1，000対7。4と未曾有の低率を示してい

る．死亡総数の季節変動は，その死因別死亡の季

節変動の総合あるいは加重の結果であり，一国の

死亡の内容がその時代にいかなる年令あるいは死

因によって多く占められるかにより変ってくる．

 明治33～37年，大正14～昭和4年および昭鵬0

～34年と，約30年聞隔の5年平均の資料により月

別比例をみると，図5のとおりで，明治33～37年

では，8，9月が最：高で，これと1，2月をピー

クとする冬の山をなす双峰型の季節変動を示す

が，大正14～昭和4年の年間では冬の山が高ま

り，夏の山がやや小さくなってその関係が逆転し
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ている．それが最近では夏の山は全く消失し，1

月をピークとする冬の山のみを形成している．こ

のように双峰型より単峰型へと移行する過程が約

30年の間隔をおいて，整然とみられることは興味

深い．

 満1年未満の乳児死亡数の季節変動の時代的変

遷は，古い資料のない関係で昭和12～16年のもの

と近年のものを比較すると，当時は7月の小山を

伴う双峰型であるが，近年にいたり夏の山は全く

なくなり，高い冬の山，深い夏の谷をなす単峰型

を示す（図6）．
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図6 乳児死亡の季節変化

 要するに，時代の推移と共に，夏の死亡の山は

次第に小さくなり戦後数年はみとめられたが22），

昭和30年にはついに消失，冬の高い山のみを示す

単峰型の季節変動を呈するようになった．このよ

うにわカミ国の総死亡の季節変化がたどった時代的

変遽が何によって生じたかをさぐるため，次に死

因別死亡の季節変動を分析する．

     V 主要死因別死亡と季節

 昭和34年目おける全国の死因順位を第10位まで

あげてみると次の通りである．

 1．二二中

 2．癌および悪性腫瘍（以下癌とする．）

 3．心臓病

 4．老衰

 5．肺炎および気管支炎

 6．不慮の事故

 7．全結核

一120一
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 8．胃炎，腸炎および大腸炎（以下下痢腸炎と

   する．）

 9．自殺

 ユ0．その他の新生児個有の疾憲および性質不明

   の未熟児（以下先天性弱質とする．）

 老衰はもとより，近年老人病ないしは成人病と

いわれる脳杢中，癌，心臓病はもちろん，肺炎，

気管支炎，下痢腸炎，結核等不慮の事故と自殺を

のぞいては，ほとんどが老人に多い疾患であるこ

とは近年の死亡の特徴であり，とくに成人病の割

合は総死亡の51．5％（昭和33年）であるという．

図7は昭和30～34年の心，腎，血管性の疾患および

老衰による死亡の季節変化であるが，いずれも総

死亡と同じく1月をピークとする高い冬の山のみ

の単峰型の季節変動を示す明治33～37年，大正14
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年～昭和4年におけるこれらの死亡の中，費料の

えられるものについてみると，とくに老衰，脳杢

中，腎炎等は昔は9月，10月の小山があり，時

代の推移につれ次第に小さくなってゆくのがわか

り，これは二，三の文献99）24）25）をたどってみた結

果とも合致する．寒冷刺激により血圧は上昇し，

心臓の負担が増し，心三一血管系の病気の悪化によ

により容易に死にいたることが考えられるが，9

月，10月頃の気温の低下が当時の老年層にとっ

て致命的なストレッサーになっていたのであろう

か．米国においては194Q年すでに心臓病，腎炎，

老衰の夏の死亡の山はみられない24）26）．ただ脳杢

中についての最近の資料27）によると，イギリス，

フランス，カナダ等はわが国と同じ季節変化であ

るが，アメリカは振巾は非常に小さいのに7月に

異常な死亡の山をみることについては判断に苦し

む（図8）．佐藤28）は高一血圧や脳出血を促進する生

活条件としての寒冷刺激は冬に限らず夏，畳の上

で裸でねるような生活をも含むと云っている．
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図8 中枢神経系の血管損傷死亡の季節変化
   （1955）

 次に死因第2位の癌による死亡は，春低く夏秋

に多い成人病であるが，ピークは昔の8，9月か

ら近年の10月29）に移行し，時代と共に季節変動は

小ざくなっている（図9）．この中約70％が消化器

癌であるという（昭34）．なお胃潰瘍による死亡は

冬型の一般老人病の季節変動と同様であることは

戦前5）も近年も変りないようである（図略）．
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図9 癌および悪性新生物による死亡の季節変化
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 肺炎および気管支炎はサルファ剤や抗生物質の

進出により死亡率は薯しく低下したが，季節変動

はあまり変らず，1～3月をピークとする冬の山

を形づくる．そして季節変動の振幅は年と共に増

大し30），ますます冬への集積性が強くなる傾向が

みとめられる（図10）．
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   図！1 全結核死亡の季節変化
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図10 肺炎および気管支炎による死亡の季節変化

 全結核死亡の季節変動は図11のように，最近に

おいては，他の老入病と同様， 1月をピークと

する冬高夏低の型を示していることは当教室の山

内31）が昭和22～32年の資料で述べていると同様

であるが，それ以前の文献では常に春あるいは夏

にも山をもつ季節変動5，16♪31）32，といわれている．

本調査でも図のように8，9月を中心とした巾の

広い夏の山を示している．最近にいたり結核死亡

が青年層から漸次老年層へと移行したことに伴

い，一般老人病の季節変化と一致したことは興味

深い．呼吸器結核と，中枢神経系，腸その他の結

核とは全く異なる季節変化をするが，省略する．

本図の全結核の季節変動はほとんど呼吸器結核の

ものと等しい．

 次に近年第8位，戦前から比べ著しく低下した

下痢腸炎による死亡についてみると（図12），近年

では，ユ月ピークとする冬の山と，8～9月をピー

クとする夏の山の双峰型を示し冬が最高であるの

に，昔は8月をピークとする急峻な夏の山の単峰

型で，戦後も谷は浅くなったが数年間はその形を

保っていた33）34）．この季節変動は赤痢と似て，た

だ振幅が小さいだけである．学者によっては，2

才以上の下痢腸炎はそのほとんどが赤痢であると

いっているものもある35）が，近年ではその山も

次第にくずれ，冬の方に重みを移してきたのも，

この疾患の死亡の年令層が，幼児や老人に限定さ
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 図12 下痢腸炎死亡の季節変化
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れてきたことにもよるのであろうが，夏の食品衛

生管理や母子衛生教育の徹底による点が多いとい

えよう．

 次に第10位の新生児の死亡である未熟児その他

の職前は先天性弱質といわれていた死亡である

が，この季節変動は昔から主として冬に集積する

雄峰型である（図13）．新生児期の死亡は，その病

気の種類にかかわらず，柔弱な生命の危機は常に

きびしい冬に大であることに変りはない．新生児

の感染症（下痢と肺炎）についても同様の季節変

化をみる（図面）．
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図13 先天性弱質による死亡の季節変化

 最後に，のこった死因10位の中，第6位の不慮

の事故と第9位の自殺による死亡の季節変動につ

いて述べる．

 不慮の事故とは自動車事故やその他の交通事

故，溺死，天災その他の災害による不慮の事故が

含まれる．この死亡の季節変動は時代的にさほど

変りなく，7，8月の水による事故や9月の台風に

よる災害のため7，8，9月の夏の山が常に存在す

る（図14）．近年とくに重要性を増してきた「自動

軍事故」をとり出してみると，夏以後12月に向っ

て急速に上昇する季節変動を示すのが古今東西を

．問わずその特徴らしいが26），その外に3，4月の

・春の小山がみとめられる．「その他の不慮の事故」

でも4月の小山がみられるが，これらはいずれも

農繁期における乳幼児の不慮の事故によるものが

多く，この年令での死亡の春の山を形成すること

は後にも述べる．近年感染による死亡の減少にと
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図！4 不慮の事故死の季節変化

もなって，死因の第6位にのし上ってきたこの死

因は，青少年層にとっても，自殺とともに冬以外

の季節の山をつくる死因として注目されている．

 自殺による死亡は，春の訪れとともに次第に上

昇し，4，5月の山をつくるのが昔からの自殺死

亡の季節変動の共通の型であるが，古い年度では

7月をピークとする36）夏の山が春の山につらな

る．近年この夏の山がややくずれてきたのは，薬

物による自殺傾向の比較的増加が原因となってい

るのであろう37）（図15）．
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  図15 自殺による死亡の季節変化

 不慮の事故，自殺といったような自然に抗した

死亡の増加は，文化の進展と共に増加する死亡で

あるが，いずれも若年層に多く，とくに自殺によ

る死亡はわが国は15～29才の青年層に第1位とい
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う独特な傾向をもち36）37），後述するように，この

年令層の死亡の季節変動で春夏の山を特徴づけて

いる．

 以上で近年における主要死因第10位までの死亡

についてその季節変動の今昔をみてきたのである

が，次に主な急性伝染病のそれについて述べる．

 近年は急性伝染陸疾患による死亡率はいちじる

しく減少し，全体の死亡の季節変化の形成にあず

かるようなものは極めて少ないといえるが，現在

でもなおかなり多くみられる二，三の伝染病につ

いてその季節変動の時代的変遷をみることとす
る．

 赤痢は戦後なおかなりの流行をみる伝染病と

して注目されている．この季節変動は昔から8，

9月をピークとした急峻な夏の山を形成する伝染

病であるが，図16にみられるように，季節変動の

振幅が年々減少してゆく．この点については多く

の学者により証明されており38）39）40）41），志賀菌型

赤痢の流行の多少と関係があることが，地域的年

次的の両面から論じられている．近年では機品数

からみても赤痢はもはや夏だけの伝染病ではない

といわれる42）．抗生物質乱用による耐性菌の出現

や，保菌者の増加が近年ますますその傾向をつよ

めているのではないか．

 日本脳炎，急性灰白髄炎等は8月目ピークとす

る夏の伝染病であるが，死亡数としては少なく，

比較する過去の資料もない．腸チフスは，明治，

大正，昭和の戦前には，9月をピークとして夏か

ら秋にかけての重要な伝染病であったが，最近で

はほとんどその姿を消した（三略）．．

 冬の伝染病としては，肺炎に次ぎ死亡数の多い

インフルエンザがある．その季節変動は肺炎に準

ずるが，その振幅は流行の大小により大きな差が

あるng）（図略）．近年またかなりの流行を起して問

題となったジフテリアは，11月から3月にかけて

死亡の多い冬の伝染病で，昔も今も季節変動は変

らないが，その振巾は図17のように近年漸次増大

している．

 小児伝染病中，麻疹は年々流行の山は小さくな

り近年その特徴である隔年の流行が姿を消した
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図17 ジフテリア死亡の季節変化
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図16 赤痢による死亡の季節変化
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 図18 麻疹死亡の季節変化
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が，季節変動は昔と変らず，4，5月をピークと

する春の山をなす44）45）（図18）．これも肺炎，ジフ

テリア等の呼吸器伝染病と同じように，季節変動

の振巾が年々増大46）している。

 百日咳も，近年死亡は全く減少の一途をたどっ

ている．この疾患の流行の季節変動は地域により

異なり，学者によっては季節変動の存在をみとめ

ないものもあるという47）48）．死亡の季節変動も同

様であるが，全国的には，時代を追ってみると，

図19のように，明治33～37年，大正14～昭和4年

では8月をピークとする夏の山と，1，2月の冬

の山をもつ双峰型の季節変動を特微47）49）とした

が，近年では夏の山がくずれ，むしろ冬に高い峰

がみられるようになった．
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 図！9 百日咳死亡の季節変化

 以上主な急性伝染病による死亡の季節変化につ

いて述べてきたが，腸チフス等と同様，現在では

その数も少なくあまり問題ではないが，明治大正

の頃には死亡順位でも重要な地位を占めたものと

して脳膜炎（近年の髄膜炎にあたり，結核性，流

行性のものを除く），脚気がある．いずれも8月を

ピーMNクとする夏の疾患であったが，現今はその数

も少なく，季節変動も冬の方がむしろ高い山を示

すように変ってきている（図略）．

 以上で各主要死因別にみた死亡の季節変動の時

代的推移についての説明をおえたわけであるが，

これら死因別死亡の季節変化の総合した結果が総

死亡の季節変動となって，前述した夏冬の双峰型

より現在の単峰型の季節変動へと移行してきたこ

とがわかる．

    VI 年令階級別死亡と季節

 次に年令階級別伝忌数の季節変動について，乳

幼児期から老年期までの各年令層が，季節的にど

のような死亡の変動をたどるかをみたいと思う．

 昭和34年の資料につき，乳児期の1年未満，幼

児期の1～4才，その後20才まで5才階級，そ

の後は10才階級に80才以上までの年令層につき死

亡数の月別．比例を算出して，その季節変動をみる

と図20のようになる．乳児期は1月をピークとす

る高い冬の山と，8月過底とする深い広い谷をつ

くることは前述したと同様である．1～4才の幼

児期は，3～6月にかけての春の低い山を特徴と

する．先に述べたように幼児期における農繁期

の不慮の事故やましん等の伝染病にるものと考

えられる．なおこの年は9月の伊勢湾台風による

不慮の事故による死亡の山がとくに50才以下の年

令で異常な突出をみせるが，以下この9月の山を

無視してみるとしても，5～9才，10～14才，15

～19才の学虚血には，7，8月の不慮の事故によ

る死亡の山はやはり薯しい．20～29才でこの山は

なくなるが，3，4月目みられる春の山は自殺と

：不慮の事故による死亡の山と追えられる．30才代

からは総死亡の季節変動の形とやや似た夏の谷，

冬の山を形成しはじめる．30才代は結核が第1位

であるから，その季節変動の影響であろう．その

後40才代，50才代と冬の山の高さ，夏の谷の深さ

を増して，80才以上となるまで漸次季節変動の振

巾を増してゆく．40才以後次第に増加する老人病

のためと考えられる．

 以上のように，年令階級別死亡は，その年令と

死因との関係を老寵すれば当然のことであるが，

かなり規則的な順序に従って，月別死亡曲線が乳

児期より老年期へ移行してゆく興味深い現象を呈

する．このような年令的の変化をみても，死亡の

年令構成が高溶者にかたよってきた今日，死亡の

季節変動が冬の山の双峰型を示すことは当然と首
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図20 年令階級別死亡の季節変化 昭和34年

肯される．

        総  括
 明治33～37年，大正14～昭和4年および昭和30

年～34年それぞれ5年平均の約30年間隔の資料を

用い，月別比例によって各時代の婚姻，離婚．出生，

死産等につき，その季節変動をみた結果を簡単に

のべ，主として死亡の季節変動を，総死亡と主要

死因別に，時代的にその変遽をみた．次に死亡の

季節変動の今昔をみた結果を総括的にのべる．

 1．総死亡の季節変動は，明治33～37年におい

ては夏をピークとする夏冬双峰型の曲線を示した

が，大正14～昭和4年にいたると夏冬のピークは

逆となり，さらに昭和30～34年についに冬の山の

みの単二型の季節変動を示すようになった．

 2．死因別にその時代的変遷の原因を分析した

結果，近年単峰型の季節変動を示すようになった

のは，主要死因の上位を占める二二中，心臓病を

はじめ，心，腎，血管性の老人病や老衰，結核，

肺炎および：気管支炎が一般に冬死亡の多い疾患で

あることが最大の原因である．またこれらの疾患

による死亡の季節変動自身も，昔は必ずしも冬型

の単記型をとっていなかったことも加わる．例え

ば脳杢中，老衰でさえ，昔は夏から初秋への死亡

の山があったし，結核死亡も戦前までは春又は夏

に高まりを示していた．

 2）肺炎，気管支炎，インフルエンザ，ジフテ

リー等の呼吸器系の伝染病は今も昔も1～3月を

ピークとする，主として冬の伝染病であるが，死

亡率は低下しながらも近年ますます季節変動の振

幅は広まり，冬への集積性を増している．

 3） これに反して，下痢腸炎，赤痢等の消化器

の患者は，昔は夏に高い死亡の山をρくったが，

下痢腸炎は漸次夏の山はくずれ冬の山がたかま

り，赤痢も季節変動の振巾を狭めてゆく傾向があ

る．腸チフス，脚気等は昔は夏の死亡として猛威

をふるっていたが，近年はほとんど消失した．

 消化器の癌を主とする癌および悪性腫瘍も，成

人病の中で夏から秋に多い死亡であるが，近年振

幅を減じ，季節変動は小さくなっている．

 4）先天性弱質による死亡の季節変動は，昔か

ら変らず冬に高い山をもつ．先天性弱質に限らず，

新生児の感染による死亡も，すべて冬に多いの

で，近年の新生児死亡の比較的増加も，死亡およ

び乳児死亡の季節変動の変化に一役かつている・
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 5）不慮の事故と自殺による死亡はそれぞれ夏

と春に多く，自然に抗し，若年層死亡の季節変動を

特徴づける近年重要性を増してきた死因である．

 6）年令階級別に死亡の季節変動をみても，老

人病の多い近年の月別曲線が，冬型の単峰型をな

すことは当然とうなずかれる．

         結  び

 以上，人口動態とくに死亡の季節変動の時代的

変1をみた結果，全体として，死亡は主として冬

に集積する傾向に漸次向ってきているといえる．

人口の老令化による老人性疾患の増加，急性伝染

病とくに夏型消化器心疾患の減少ないしは消失，

およびこれらの疾患の夏の集積性の減少，呼吸器

系疾患の一層の冬への集積性の増加，その他新生

児死亡の比較的増加等による当然の結果とはい

え，各誌死因別死亡の季節変動それ自体さえ夏型

より冬型へと変化してきていることは偶然とは思

われず，単に宿主，環境の問題以外に何等か病因

の側の変動も越えねばならないように恩われる．

 ともかく，わが国の死亡が柔弱な新生児や老人

の冬の死亡に限られてくる傾向は，医学，公衆衛

生学の進歩の成果とみるべき点も多いが，さらに

すすんで考えると，わが国の住居は元来，高温高

湿の夏に備えての南国的開放的な建築様式で，冬

．には無防備な点が多く，新生児には苛酷すぎる試

練となり，老人の心八一血管系や呼吸器系にとって

は致命的なストレッサーとなっているのではない

かともいえる．このことは，ストーブ暖房のある

北海道と，それをもたぬ東北地方の県の乳児死亡

や老人の脳杢中死亡の差異50）をみてもいえること

である．堅ろうな住居，理想的な暖房，季節に偏

らぬ栄養等，生活様式の高度化が普及すれば，死

；期を冬に択ぶ傾向は，さらに変ってゆくのではな

㌔・か．

 現在のところ，わが国では，一般教養，教育の

面では外国に比しまさるとも劣らない成長をとげ

ている一方，住居，環境衛生の面，道路の改良や

災害予防等の建設的な面では，全く低いというア

ンバランスをもつている．このようなわが国の：交

化の特徴が死亡率の上に，また冬に大きな山をも

つ季節変動となってあらわれているのではない

か．交通事故防止の声も漸く高まってきた現今，

これを機として，決断的な住居の充実と改善によ

る生活様式の高度化，立体道路建設による自動車

事故の撲滅，下水道の完備による環境の美化等に

早急にのりきったならば，今後10年もたてば，出

生や死亡の季節変化は今とどのように変ってくる

のであろうかという一衛生学者の夢をもつて本論

をむすぶ．
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